
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西粟倉中学校だより 

令和 6年１月 29日（月）発行 

校長雑感  

～１年の締めくくりに相応しい３学期に～ 

新年が明け、早いもので、もうひと月が経とうとして

います。学校も３学期が始まり、１年の締めくくりの時

期を迎えました。大きな行事はありませんが、日常の

中にも生徒の頑張る様子を様々な場面で見聞きしま

す。始業式では、凜とした表情や雰囲気に「新たな目

標」を持ち、頑張ろうとしている決意を感じ取ることが

できました。また、「遅刻をせず登校する」、「提出物を

出す」、「授業態度を見直す」など、個々の目標やクラ

スの目標に向けて、頑張っている生徒の様子を担任

の先生をはじめ、多くの先生方からも耳にします。“継

続は力なり”、今の頑張りが明日につながり、その積

み重ねが目標達成につながります。ぜひ、次の学年

に向けてステップアップする３学期にして欲しいと思

います。特に、３年生にとっては入試シーズンを迎え、

焦りや不安を抱くこともあると思いますが、今できる

目の前のことにひとつひとつ取り組み、共に過ごして

きた仲間と励まし合いながら、試練を乗り越えて欲し

いと思います。そして、残りわずかとなった中学校生活

の時間を大切に過ごしてください。（体調管理にはく

れぐれも気をつけて）  

～日常の当たり前は、当たり前？～ 

１月１日元日に石川県を中心として発生した「能

登地震」。多くの方が犠牲となり、そして、今なお安否

がわからない方々、不安な中、避難所で不便な生活

をされている方々が多くおられるニュースを連日見ま

す。支援の輪は広がっていますが、少しでも安心した

生活に戻ることができ、少しずつ復興が進んでいくこ

とを皆さんとともに願いたいと思います。 

そして、このような出来事が起こるたびに、日々当

たり前に生活できていることが「ありがたい」と感じま

す。「ありがたい」を漢字で書くと、「有り難い」となり

ます。ご飯を食べること、温かい布団で寝られること、

家族と一緒に生活できること、学校に来て友達と過ご

せることなどの幸せが、いつの間にか「当たり前」で

特別な事とは思うことができなくなり、「ありがとう」

（有り難う）という気持ちを失いがちになります。（「あり

がたい」という心が起こるのは、それが当たり前でない

ことに気づいたときと言われます。） 

学校があり、子どもが学校に来ることを、何の不思議

にも感じていませんでしたが、被災地はそのような状況

ではありません。そのような中で、少しずつ学校が再開

されるニュースが報道されています。友達と過ごしてい

る子どもたちのうれしそうな笑顔の映像を見たときは、

ほっとするとともに、子どもたちにとっての学校や友達

の存在の大切さ、心の居場所としての学校の存在など

を、あらためて考えさせられました。（学校再開の目途

が立たず、家族と離れて別の場所に集団避難して他の

学校に通う子ども、未だ学校に通えない子どももいま

す。子どもたちにとって、真にたくさんの笑顔が戻る日

が少しでも早く来ることを願います。） 

私たちは、人から何かしてもらった時に、「ありがと

う」という言葉を使います。「人から親切にされたら、あ

りがとうと言いましょう。」と小さい頃から教えられてい

たことも、本当は言葉自体だけでなく、その言葉の中

に、これは当たり前のことではないという“感謝”の気

持ちを持つことが大切ということだと思います。 

日常にある「当たり前」に感じていることを考え、見

つめ直すとともに、あらためて、“自分を大切に”、“まわ

りの人や物を大切に”、“時間を大切に”した生活をし

ないといけないと考えさせられます。 

～地域の方々に支えられて～ 

24日～25日にかけて、大雪となりました。しかし、夜

通しの除雪作業をしていただいた方々のおかげで、安

全に通学、通勤できました。（3年生も私立入試の会場

に無事に着けて、よかったです。）そして、学校の玄関付

近、駐車場を除雪していただいた野々上さん、除雪機

を動かしに来ていただいた教育長さん、心配して声を

かけていただいた角田さん、ありがとうございます。私

たちが知らない様々なところで、私たちは地域の方々に

支えられています。あらためて、“ありがたい”、“感謝”

の気持ちです。「ありがとうございます。」 

   

１月の生徒会 SDGs     

「移動教室のときに電灯を消す」 
 



 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和６年が幕開けし、今年度最後の学期がスタート 

しました。３年生は、高校進学に向けて、1・2年生は 
今年度のしめくくりと新学年に向けて、気持ちも新たに 
生活面と学習面の両方で頑張っています。 

３学期始業式 

 

３年生スクールカウンセラーによる心理教育 

各学年で 

２学期の授業

や学習への取

り組み方を振

り返り、改善策

を決めて忘れ

ないように掲

示しています。 

幼稚園から激励メッセージを 
いただきました！ 
合同運動会やふれあい体験で一緒に活動した

園児のみなさんから、心温まるメッセージと 

お守りをいただきました。 

ありがとうございます！ 

受験の不安やストレスを解

消・軽減する方法を教えてい

ただきました。ご家族と一緒に

実践してみてください。 


